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第 1 問  

 ある地域の住民全員に等しく便益をもたらす公共財を考える。この公共財の量を x、地域住民

の人数を n、公共財一単位あたりの価格を p とする。また住民の選好はすべて等しく、個々の住

民が公共財から得る限界便益は b/x（ただし、b は正の定数）で表せるものとする。このとき以下

の設問に答えなさい。 
① 住民が公共財を自発的に供給（私的供給）するとき、個々の住民にとって最適な条件を

x, n, p, b を用いて式で表しなさい。また、このときの公共財の量 x を求めなさい。（5 点） 
② 公共財の最適供給がなされるための条件（サミュエルソン条件）を x, n, p, b を用いて式

で表しなさい。また、このときの公共財の量 x を求めなさい。（5 点） 
③ 住民による自発的供給は、最適な供給量の何倍になるか。x, n, p, b を用いて表しなさい。

（5 点） 
④ 公共財の自発的供給が最適な供給量から乖離するのはなぜか。２つの性質に触れながら

簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 

第 2 問  

 所得再分配に関する以下の設問に答えなさい。 

① 一般に再分配を無制限に行うことは望ましくない。何故か。（5 点） 
② ベンサム基準とロールズ基準について説明しなさい。（10 点） 
③ 再分配制度が効率性を改善する可能性について簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 

第 3 問  

 可処分所得の x×100%（0<x<1）が消費され、政府支出の乗数効果が 5 だとする。消費以外

の総需要項目（投資など）が変化しないものとして、以下の設問に答えなさい。 
① x はいくつか。（5 点） 
② このとき減税の乗数効果はいくつか。（5 点） 
③ 政府支出をすべて増税で賄う場合、乗数効果はいくつになるか。（5 点） 
④ 政府支出の半分を増税で賄い、残りの半分は国債発行で賄った場合、乗数効果はいくつ

になるか。（10 点） 
 

第 4 問  

 以下の設問に答えなさい。 

① 厚生経済学の第一基本定理が成立しないのはどのような場合か。一つ選んで簡潔に説明しな

さい。（15 点） 
② 厚生経済学の第二基本定理について簡潔に説明しなさい。（10 点） 


